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大

村

拓

生

本
特
集
は
、
ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室
赤
松
氏
と
山
城
研
究
班
が
八
年
間
の
活
動
を
終
え
る
に
あ
た
っ
て
、
現
研
究
班
の

メ
ン
バ
ー
全
員
に
執
筆
を
要
請
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
大
村
拓
生

｢
前
期
赤
松
氏
と
禅
宗
寺
院｣

・
山
上
雅
弘

｢

前
期
赤
松
氏
の
城
郭
と
拠
点
形
成｣

は
、
令
和
四

年

(

二
〇
二
二)

一
〇
月
一
六
日
に
西
播
磨
文
化
会
館
で
行
わ
れ
た
当
班
の
総
括
的
な
意
味
を
も
つ
ひ
ょ
う
ご
歴
史
文
化

フ
ォ
ー
ラ
ム｢

前
期
赤
松
氏
の
実
像
―
城
郭
と
寺
院
か
ら
―｣

で
の
同
名
報
告
が
も
と
に
な
っ
て
い
る(

当
日
の
報
告
順)

。

大
村
論
文
は
前
期
赤
松
氏
の
歴
史
的
展
開
を
た
ど
る
な
か
で
、
禅
宗
寺
院
を
一
門
の
分
裂
と
家
中
の
統
合
の
両
側
面
で
の

結
節
点
に
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
、
山
上
論
文
は
考
古
学
的
に
は
前
期
赤
松
氏
が
整
備
し
た
赤
松
地
区
は
既
存
の
流
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
変
更
を
迫
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
城
山
城
・
白
旗
城
と
い
う
恒
常
的
な
構
造
を
も
っ
た
山
城
を
築
城
・

維
持
し
た
軍
事
的
側
面
を
色
濃
く
保
持
し
た
と
評
価
す
る
。

両
論
文
と
も
当
日
の
報
告
か
ら
増
補
さ
れ
て
い
る
が
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
文
献
史
の
司
会
を
つ
と
め
た
古
野
貢

｢

前
期

赤
松
氏
の
実
像
―
ひ
ょ
う
ご
歴
史
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
振
り
返
っ
て
―｣

が
両
報
告
を
サ
ー
ベ
イ
し
た
上
で
、
備
中
で
の

守
護
細
川
家
・
国
衙
領
代
官
に
被
官
安
富
氏
を
送
り
込
ん
だ
細
川
京
兆
家
・
浅
口
郡
な
ど
を
知
行
す
る
京
兆
家
庶
流
の
野

州
家
の
関
係
と
、
流
通
拠
点
の
あ
り
方
か
ら
比
較
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
ま
た
当
班
外
か
ら
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
を
お
願
い

し
た
新
谷
和
之

｢

近
江
六
角
氏
の
拠
点
形
成
―
前
期
赤
松
氏
と
の
比
較
を
通
じ
て
―｣

は
、
六
角
氏
が
前
期
赤
松
氏
に
相

当
す
る
段
階
で
は
在
京
活
動
が
中
心
で
恒
常
的
な
山
城
も
存
在
し
な
か
っ
た
が
、
応
仁
・
文
明
の
乱
後
に
在
国
し
て
、
一

六
世
紀
に
は
当
主
の
み
な
ら
ず
被
官
も
在
城
す
る
分
国
支
配
の
拠
点
た
る
壮
大
な
観
音
寺
城
を
構
築
し
た
と
対
比
す
る
。
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当
班
と
連
携
し
て
実
施
さ
れ
た
赤
松
居
館
跡
範
囲
確
認
調
査
の
担
当
者
で
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
も
登
壇
し
た
島
田
拓

｢
赤
松
居
館
跡

発
掘
五
年
間
の
成
果｣

は
、
検
出
さ
れ
た
遺
構
面
に
つ
い
て
、
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
と
京
都
系
土
師

器
皿
の
多
寡
か
ら
、
下
層
を
赤
松
円
心
期
に
、
大
規
模
に
整
地
さ
れ
た
上
層
を
赤
松
則
祐
・
義
則
期
に
位
置
づ
け
る
。
そ

れ
に
対
し
て
考
古
学
の
立
場
で
司
会
を
つ
と
め
た
中
井
敦
史

｢

上
郡
町
域
の
中
世
土
師
器｣

は
、
居
館
跡
出
土
土
師
器
全

体
を
一
四
世
紀
後
半
代
に
お
さ
ま
る
も
の
と
み
な
し
た
上
で
、
町
域
全
般
と
し
て
は
山
陽
側
か
ら
の
影
響
を
う
け
た
一
方

で
、
京
都
系
土
師
器
皿
は
赤
松
氏
に
直
接
関
わ
る
場
に
限
定
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
ま
た
当
班
が
調
査
対
象

と
し
た
城
山
城
に
つ
い
て
、
永
惠
裕
和｢

城
館
研
究
へ
の
高
精
度
Ｄ
Ｅ
Ｍ
の
活
用
―
南
北
朝
期
の
城
館
を
捉
え
る
た
め
に
―｣

は
、
最
新
技
術
を
用
い
て
縄
張
図
で
表
現
で
き
な
い
現
地
形
の
立
体
図
を
提
示
し
、
南
北
朝
期
の
城
館
は
遺
構
だ
け
で
な

く
戦
争
の
あ
り
方
も
検
討
す
べ
き
と
す
る
。
さ
ら
に
田
村
正
孝

｢

南
北
朝
・
室
町
期
に
お
け
る
播
磨
国
一
宮
と
守
護
赤
松

氏｣

は
、
大
村
論
文
で
捨
象
さ
れ
て
い
る
一
宮
伊
和
社
の
祭
祀
・
造
営
基
盤
が
も
と
も
と
宍
粟
郡
を
中
心
と
し
た
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
赤
松
氏
の
保
護
の
あ
り
方
と
新
た
に
建
立
さ
れ
た

｢

惣
神
殿｣

を
取
り
上
げ
る
。

ま
た
歴
史
遺
産
活
用
と
し
て
、
当
班
メ
ン
バ
ー
も
加
わ
っ
て
平
成
二
九
年

(

二
〇
一
七)

に
史
跡
指
定
さ
れ
た
利
神
城

跡
の
現
状
に
つ
い
て
、
佐
用
町
の
浅
野
博
之
教
育
長
か
ら

｢

利
神
城
跡
の
そ
の
後
―
保
全
と
活
用
―｣

と
し
て
原
稿
を
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
。
あ
わ
せ
て
当
班
メ
ン
バ
ー
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
登
壇
者
で
も
あ
っ
た
義
則
敏
彦

｢

城
山
城
に
つ
い
て｣

、

後
期
赤
松
氏
の
代
表
的
な
城
郭
に
つ
い
て
、
大
谷
輝
彦

｢

坂
本
城
と
置
塩
城
―
姫
路
市
を
代
表
す
る
赤
松
氏
の
遺
跡
―｣

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る
。
さ
ら
に
近
世
に
山
城
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
、
竹

内
信

｢『

安
志
藩
大
庄
屋
井
上
家
文
書』

―
古
城
申
伝
書
上
覚
―｣

が
、
そ
の
一
端
を
示
す
史
料
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま

た
当
班
の
メ
ン
バ
ー
で
は
な
い
が
、
赤
松
氏
研
究
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
当
館
の
前
田
徹
学
芸
員
の
最
新
著

『

中

世
後
期
播
磨
の
国
人
と
赤
松
氏』

に
つ
い
て
、
大
村
が
紹
介
と
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
記
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
見
解
の
細
か
な
相
違
に
つ
い
て
は
統
一
し
て
い
な
い
が
、
多
面
的
な
角
度
か
ら
赤
松
氏
の
実
像
を
浮
か
び

上
が
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
、
八
年
間
の
総
括
に
相
応
し
い
も
の
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。


